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お知らせ　市民の生活・活動 法律相談 を行っています

自然エネルギーで暮らす自然エネルギーで暮らす

猪苗代湖

人
権
差
別
撤
廃
条
例

　
　
　
　
制
定
に
向
け
て

　
渡
辺
　
あ
つ
子

　（
ネ
ッ
ト
宮
前
/
川
崎
市
議
）

決
議
を
あ
げ
、議
会
と
し
て
学
習

会
を
開
催
、
共
通
の
理
解
を
も

ち
、公
共
施
設
の
不
使
用
に
関
す

る
要
望
書
を
全
会
一
致
で
市
長

宛
て
に
提
出
、速
や
か
な
対
応
を

求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、

2
0
1
7
年
7
月
に
は
第
2
期

川
崎
市
人
権
施
策
推
進
協
議
会

に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
を
諮

問
し
、2
0
1
8
年
3
月
に
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
ず
、偏
見

を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ

の
基
本
と
な
る
条
例
が
必
要
と

付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、川
崎
市
は
2
0
1
7
年

11
月
に「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
」に
基
づ
く
公
の
施
設
利
用
許

可
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

つ
く
り
、公
園
や
施
設
使
用
に
つ

い
て
制
限
を
設
け
て
来
ま
し
た

が
、施
設
側
の
判
断
で
可
否
が
揺

れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
反
省
に

立
て
ば
、改
め
て
条
例
の
早
期
制

定
が
望
ま
れ
ま
す
。市
長
は
既
に

制
定
し
て
い
る
人
権
に
関
す
る

条
例
と
の
整
合
性
や
、制
定
に
向

け
た
パ
ブ
コ
メ
に
時
間
が
か
か

る
な
ど
を
あ
げ
、2
0
1
9
年
3

月
末
ま
で
に
条
例
案
を
提
示
し

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
韓
国
朝
鮮
籍
市
民
を
含
め
た

外
国
籍
市
民
が
、い
つ
ま
で
も
川

崎
の
ま
ち
で
安
心
し
て
、と
も
に

暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、早

期
の
条
例
制
定
に
向
け
て
、さ
ら

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　三宅 真里（ネット鎌倉）

（株）生活クラブエナジーに電力を供給している飯舘電力（株）と、清流と温泉資源を活かした再生可能
エネルギー事業でまちの再生を目指す（株）元気アップつちゆの取組みを視察。原発で失った地域社会
を、自然エネルギーの創出で再生し、収益を地元に還元するという新しいビジネスモデルで地域経済
の自立を目指す実践に学びます。

　

10
月
5
日
、
東
京
都
で
は
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

規
制
し
L
G
B
T
な
ど
性
的
少

数
者
へ
の
差
別
を
禁
止
す
る
人

権
尊
重
条
例
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
成
立
し
ま
し
た
。条
例
で

は
、
ヘ
イ
ト
対
策
と
し
て
知
事

が
都
施
設
の
利
用
を
制
限
す
る

た
め
の
基
準
を
設
け
る
と
規

定
。ま
た
、
集
会
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
的
言
動
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
活
動
の
概

要
や
団
体
名
･
個
人
名
を
公
表

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、
表
現
の
自
由
へ
の
影
響
を

懸
念
す
る
意
見
も
聞
か
れ
、
施

設
使
用
の
具
体
的
基
準
が
条
例

に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と

等
、
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
川
崎
市
は
、2
0
1
5
年
3
月

に
人
権
を
尊
重
し
共
に
生
き
る

社
会
を
め
ざ
し
て
、「
人
権
か
わ

さ
き
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」を
策
定
し

て
い
ま
す
。し
か
し
、
2
0
1
3

年
5
月
に
始
ま
っ
た
川
崎
区
桜

本
地
区
に
向
け
た
ヘ
イ
ト
デ
モ

は
、
川
崎
で
共
に
生
き
て
き
た

韓
国
朝
鮮
の
人
々
の
安
心
と
安

全
を
激
し
く
脅
か
し
続
け
て
い

ま
す
。繰
り
返
さ
れ
る
ヘ
イ
ト

デ
モ
に
対
し
、
川
崎
市
議
会
で

も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る

▲除染は人家や道路等から
　の周辺 20m の距離までと
　される。除染廃棄物を詰め
　込だフレコンバック（2t袋）
　230万個が農地に山積み ▲フレコンバックを覆う土を

　採取するために山が削り取
　られ、景色は一変

▼発電所をフィールドミュージアムと
　して整備、バイナリー発電後の熱水を
　利用したオニテナガエビの養殖事業
　など、観光資源化して新たな産業を生
　み出す

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
7
年

が
過
ぎ
ま
し
た
が
、事
故
の
処
理
や

被
災
者
支
援
も
進
ま
な
い
中
、
各

地
で
原
発
再
稼
働
に
舵
が
切
ら
れ

て
い
ま
す
。閣
議
決
定
し
た
「
第
５

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源

化
を
方
針
に
持
ち
つ
つ
も
、
原
発

は
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」

と
位
置
付
け
た
ま
ま
で
、
再
エ
ネ

普
及
の
具
体
策
は
見
え
て
き
ま
せ

ん
。一
方
、
原
発
事
故
の
被
災
地
で

あ
る
福
島
県
内
で
は
、自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
自
立
復
興
の
道
を
ひ
ら
き
、

次
世
代
の
た
め
に
豊
か
な
社
会
を

つ
く
る
実
践
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で

　
飯
舘
村
の
復
興

　
飯
舘
村
は
、2
0
1
1
年
の
福
島

原
発
事
故
に
よ
り
全
村
避
難
と
な

り
ま
し
た
。2
0
1
7
年
春
に
避

難
指
示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

帰
村
者
は
6
0
0
人
に
留
ま
り
、

20
歳
未
満
は
わ
ず
か
3
人
で
す
。

　

58
億
円
を
投
入
し
た
小
中
一
貫

校
、
8
億
5
0
0
0
万
円
の
ふ
れ

愛
館
、
14
億
円
の
道
の
駅
な
ど
が

次
々
と
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
将

来
の
展
望
は
見
え
ず
帰
村
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▲飯舘電力（株）
　取締役
　千葉訓道さん

◀
温
泉
熱
を
利
用
す
る

　
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

▲砂防堰堤を活用した「小水力発電」

▲生活クラブエナジーにも
　供給している飯舘電力

持続可能な環境をつくる政策・制度研究会 座長

ま
ち
を
再
生
す
る

 「
元
気
ア
ッ
プ
つ
ち
ゆ
」

　
土
湯
温
泉
で
は
、
震
災
に
よ
る
建

物
損
壊
や
原
発
事
故
の
風
評
被
害

に
よ
っ
て
観
光
客
が
激
減
し
、
温
泉

旅
館
の
3
分
の
2
が
長
期
休
業
や

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
る
復
興
施
策
の

一
つ
が
、温
泉
熱
を
利
用
し
た「
バ
イ

ナ
リ
ー
発
電
」
と
砂
防
堰
堤
を
活
用

し
た「
小
水
力
発
電
」の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
す
。

　
売
電
収
入
は
1
億
5
0
0
0
万

円
／
年
ほ
ど
で
、
初
期
投
資
費
用

を
償
却
し
な
が
ら
、
地
域
の
高
齢

者
や
高
校
生
の
バ
ス
の
定
期
券
・

土
湯
小
学
校
の
給
食
費
と
教
材
費

な
ど
、
ま
ち
の
再
生
資
金
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

　
パ
ワ
ー
シ
フ
ト

　
神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、
飯
舘
電
力

と
連
携
す
る
「
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ

ジ
ー
」は
じ
め
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

電
力
会
社
か
ら
電
気
を
選
択
す
る
人

を
増
や
す
活
動「
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
」に

取
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
大
規

模
電
力
会
社
に
独
占
さ
れ
た
電
力
で

は
な
く
、
地
域
主
導
型
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
で
地
域
循
環
型
経
済
へ
と

社
会
を
変
え
て
い
く
運
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

飯
舘
電
力
は
、住
民
自
ら
が
飯
舘
村

の
土
地
と
風
土
を
守
り
、村
の
あ
る

べ
き
未
来
を
創
る
た
め
に
出
資
し

て
設
立
し
ま
し
た
。農
地
の
上
部
を

利
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ（
農
業
と
発
電
事
業
を
同
時
に
行

う
シ
ス
テ
ム
）と
、
野
立
タ
イ
プ（
非

農
地
）の
ソ
ー
ラ
ー
、
合
わ
せ
て
50

カ
所
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
下
で
育
て
た
牧
草
で
牛

を
飼
い
、
村
の
生
業
で
あ
る

営
農
に
協
力
し
て
い
く
未

来
構
想
を
持
ち
、
復
興
を
め

ざ
し
ま
す
。

▲各所に設置された
　モニタリングポス
　トの値は、0.3～
　0.6μSv/h を示し、
　神奈川県内測定値
　の10倍

◀再エネ関連事業者
　が同居する福島県
　再生可能エネル
　ギー合同ビル。ここ
　でアート活動の支
　援も行う

福島県

福島駅

郡山駅

白河駅

福島第一原発

福島第二原発

福島市

飯舘村

猪苗代湖
双葉町

浪江町

大熊町

土湯温泉


